
―　　―53

（ 　 ）1

泉 水 浩 隆

Atlas lingüístico-etnográfico de Andalucía （ALEA） における vino turbio, 
vino repuntado, heces del vino, heces del aceite を表す語の分布について

［要約］
　 本 稿 は、Atlas lingüístico-etnográfico de Andalucía 

（ALEA） の中から vino turbio, vino repuntado, heces 
del vino, heces del aceite の各語を選び、その分布の特
徴を比較考察しようとするものである。まず、ALEA 
の特徴を概観した後、vino turbio を表す語彙の分布に
ついて言語地図を参照しながら検討した。次に、vino 
repuntado の分布の特徴をもともとの言語地図から記号
化したものを用いて考察した。さらに、heces del vino 
および heces del aceite の概念を表す語彙と turbio とい
う語形との関わりについて、地理的および出現頻度を考
慮しつつまとめた。

　［キーワード］ アンダルシア、言語地図、語形、分布、方言

０．序
　スペイン語は、その使用人口の多さと使用地域の広さ
のわりに、方言の差による意思疎通が難しくなるという
状況があまり起きない。例えば、スペイン・マドリード
の出身者とチリ・サンティアゴの出身者が話をする時、
お互いの方言が異なっているために言いたいことが伝わ
らなくなってしまうというのは考えづらいことである。
これは、三好（1996: 256-257）でも指摘されているように、
教養語レベルでは各地域で使われているスペイン語の間
で共通性がかなりの程度まで維持されているからであろ
う。
　一方、これだけ広い地域で使われている以上、地域的
差異が存在しないというのもまた想定できない。スペイ
ン語を学び始めたばかりの学習者ですら、音声教材の中
で、同じ語を読んでいるのにもかかわらず、発話者によ
り明らかに異なる音で読まれている場合があることに容
易に気付くだろう。こうした差異は、発音だけではなく、
語彙や文法などさまざまな面で観察することができる。
特に、日常語や家庭語のレベルではそのような差異が多
く見られる。
　本稿は、このような差異を膨大かつ詳細な現地調
査 に よ っ て ま と め た Atlas lingüístico-etnográfico de 
Andalucía （ALEA） の中からいくつかの語彙を選び、
その分布の特徴を比較考察しようとするものである。

１．Atlas lingüístico-etnográfico de Andalucía 
（ALEA）

　Atlas lingüístico-etnográfico de Andalucía は、碩学 Manuel 
Alvar を 中 心 と し て、Antonio Llorente, Gregorio 
Salvador の協力を得て、1953 年から1958 年の間に編纂
されたものである１）。アンダルシア地方各県の計230地
点で調査を行い、各種語彙が発音上さまざまなバリエー
ションが見られる場合は発音記号で、そうでない場合は
記号を用いて語形のみが言語地図上に示されている。ま
た、各調査地点の写真や農機具類、用具類の図など、民
族誌的な情報も収録されている。調査時から現在までか
なりの時間が経っているため、現時点で使われている語
彙とは差異が出てきている可能性もあるが、本書に集め
られた情報の持つ有用性は決して失われるものではない。
　これら言語地図の中には、日常生活に関係の深い道具
類や動植物、食物に関係する語彙、また、各地点の発音
や文法的な特徴などの情報が多岐にわたって収録されて
おり、その中にブドウやワイン醸造に関する項目が含ま
れている。スペイン人の生活にとって、ワインが欠かす
ことのできない食材の１つであることはよく知られてお
り、言語地図の中に含まれるべき語彙として選定されて
いるのも自然なことであるが、今回、この中から vino 
turbio, vino repuntado, heces del vino を選び、それと
関わりを持つものとして heces del aceite の分布を観察
する。

２．vino turbio を表す語の分布
　turbio とは Diccionario de la lengua española de la Real 
Academia Española （22a edición）（以下 DRAE）の定義
によれば、“Mezclado o alterado por algo que oscurece 
o quita la claridad natural o transparencia.” となって
いる。つまり、「濁ったワイン」を指す表現である。ま
た、上記の定義は形容詞として用いられた場合のもので
あるが、この語には名詞（複数）としての用法もあり、 
“Heces de un líquido, principalmente del aceite o del 
vino.” という定義も提示されている。「主にオリーブ油
やワインなど液体の澱」ということだが、これについて
は後で触れる。
　この表現の分布が地図上に提示されているのが、図１
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である。turbio という共通語形はアンダルシア全域に
わたって観察されるが、Jaén 県や Córdoba 県、Huelva 
県などの領域北部には revuelto や vuelto, Jaén 県中
部 Guadalquivir 川北岸沿いおよび Málaga 県中部には
echado a perder, Jaén 県東部 Guadalquivir 川南岸には
loco, Sevilla 県北部、Huelva 県西部、それに Málaga 県
中北部には torcido などの形が見られるのが注目され
る。
　revuelto は、DRAE では “Dicho de un líquido: Turbio 
por haberse levantado el sedimento del fondo.”と定義され、
また、María Moliner の Diccionario de uso del español 

（Edición electrónica, versión 3.0）（以下 María Moliner）
でも、“Turbio, por haberse revuelto el sedimento”と同
様の語義が提示されていて、turbio に相当する意味を
持つことが示されている。この語形は Navarra や La 
Rioja でも散見される（Sensui （1997: 128））。
　loco の本来の意味は言うまでもなく「理性を失った」

「正気でない」ということだが、ワインの正常でない状
態の比喩的用法であろう。Granada 県東部で見られる
alocado も同様の用法と考えられる。また、Navarra で
も tonto「バカな」という形容詞を使っている例が１例
報告されているが（Sensui （1997: 127））、共通の発想と
言えるだろう。
　torcido は、その元となる（再帰）動詞 torcer（se） の用
法として、DRAE では “Dicho del vino: Avinagrarse y 
enturbiarse”、María Moliner で は “Agriarse el vino, 
la leche, etc.” という語義が提示されている。torcer は

「ねじる」「曲げる」などの意味でよく使われるが、そ
れがワインの品質に対して比喩的に用いられたものと
考えられよう。ここで興味深いのは、双方の定義で
avinagrarse, agriarse「酸っぱくなる」という語が用い
られている点である。turbio は上記の DRAE の定義で
は、透明度の低下という意味の方が強く意識されており、
味の変化については表記がなされていない。念のため、
María Moliner で turbio の定義を確認してみても、“Falto 
de su transparencia natural, por estar sucio, mezclado 
con alguna cosa o revuelto; se aplica particularmente a 
los líquidos y, en especial, al agua.” となっており、異
物によって透明度が失われることを指すようだ。
　それでは、味自体の変化を表す言い方はどのように
なっているのだろうか。それを次の項で見てみたい。

３．vino repuntado を表す語の分布
　repuntado は repuntarse から派生した形容詞と考え
られるが、DRAE によれば repuntarse は “Dicho del 
vino: Empezar a volverse, tener punta de vinagre” 「ワ
インについては酸っぱくなりはじめること」を意味す
ると定義されている。María Moliner も “Empezar a 
picarse el vino” という語義を提示し、さらに picarse 

を参照すると、“Empezar a estropearse una sustancia 
orgánica por alguna fermentación”「発酵によってだめ
になりはじめること」という具体的な描写をしている。
　この vino repuntado を表す語の分布は、vino turbio 
に比べてバリエーションが多く、言語地図では図２のよ
うに発音記号で記述されている。この記述方法は発音や
語彙の細かいバリエーションを見る際は大変有用だが、
語形の分布そのものはどうしてもとらえづらくなる。そ
こで、図２を元に、図３のように細かい差異を捨象し、
記号化してみた。
　それによると、repuntado という形が領域全体に広
がっている一方、地域的に特定の語形が集中しているこ
とが観察される。例えば、Granada 県中部に apuntado、
Málaga 県、Sevilla 県南部、Cádiz 県など南西部を中心
に avinagrado、Huelva 県、Sevilla 県 中 部、Granada 
県西部・南部を中心に agrio、Huelva 県北部、Córdoba 
県南部、Granada 県西部、Jaén 県中部を中心に fuerte 
という形がそれぞれ分布している。この他、Huelva 
県 西 部 や Granada 県 南 部 に picado、Jaén 県 中 部 に
torcido、Almería 県東部に agro ２）など、少数ではある
が特徴的な形が特定のエリアに見られることも分かる。
　ここで見られた語形を次の３つの分類に大別してみよ
う。
　感覚系：repuntado の中に含まれる“punta”（先端）

のように、舌を指す感覚を示す語形
（repuntado, apuntado, áspero［ざらざらし
た］, picante［刺すような］, picado［刺激］
など）

　味覚系：agrio のように「酸っぱい」という味、ある
いは、何らかの味覚を示す語形

（agrio, agriado, agro, ácido, acidado, fuerte
［濃い、きつい味］など）

　物質系：vinagre のように「酢」や avinagrado「酸っ
ぱくなった」など、vinagre という語が直接
見える語形や表現（vinagre, avinagrado, se 
hace vinagre, para vinagre など）

　これを図示したものが図４である。これを見ると、感
覚系は南東部に、味覚系は中部から北部に、物質系は南
西部に主に分布していることが分かる。

４．heces del aceite, heces del vino を表す語
の分布

　図４のような分布の違いは、heces del aceite「オ
リーブ油の澱」を表す語の分布においても同様に見られ
る。図５は ALEA の言語地図240番であるが、南東部
に heces、中部から北部に turbios、南西部から西部に
borra という語形が分布していることが見える。hez は
DRAE で は “En las preparaciones líquidas, parte de 
desperdicio que se deposita en el fondo de las cubas o 
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vasijas.”、María Moliner では “Sedimento de impurezas 
o de partículas insolubles que forman el vino y otras 
sustancias líquidas.” とされ、また、borra は DRAE では 
“Hez o sedimento espeso que forman la tinta, el aceite, 
etc.”、María Moliner では “Sedimento de aspecto sucio; 
por ejemplo, el que se forma en la tinta o el aceite.” と
定義されている。
　ここで注目しておきたいのは、hez は DRAE では「液
体」、María Moliner では「ワインやその他の液体」となっ
ているのに対し、borra はいずれも「インクや油など」
となっている点である。調査地名と各所で vino turbio, 
heces del vino, heces del aceite, vino repuntado がそれ
ぞれどのように言われるかについて、言語地図を元にま
とめたのが表１であるが、DRAE, María Moliner の指
摘通り、heces del aceite で多く見られる borra という
語形は heces del vino の方ではほとんど見られない（地
点 Se502、Se601 の２例があるのみ）。
　一方、ALEA の言語地図211番を示した図６では、
heces del vino「ワインの澱」の分布が示されている。
この地図では出現した地点のみに記録があるため、記
号のない箇所が存在するが、南西部から西部にかけて
は lía、Granada 県を中心とする中南部や Jaén 県のグア
ダルキビル川沿いでは madre（s）という形が多く分布し
ている。この他、東部では solaje というアンダルシア
独特の語が観察される。lía について、DRAE は heces 
と い う 定 義 を 載 せ て い る だ け だ が、María Moliner 
は “Sedimento de impurezas que se deposita en  
algún líquido.”として、液体中の不純物の澱である

ことをはっきり述べている。一方、madre（s）につい
て DRAE は、“Heces del mosto, vino o vinagre, que 
se sientan en el fondo de la cuba, tinaja, etc.”、María 
Moliner は “Heces del vino o vinagre que se depositan 
en el fondo de la cuba, tinaja, etc.”とし、双方ともにワ
インや酢の中の澱であることを示している。こちらも
heces del aceite の場合と同様、madre という語形は
heces del vino では多く見られるのに heces del aceite 
の方では皆無に近い（地点 Gr304 の１例があるのみ）。
lía は皆無である。
　まとめると、オリーブ油の澱には borra や heces, ワ
インの澱には lía や madre（s） というおおよその役割分
担があるということになる。
　そこで問題は turbios である。turbios は「オリーブ
油の澱」の意味でアンダルシア地方中部において用いら
れることがALEA の言語地図240で示されている。また、
出現数は「オリーブ油の澱」の意味の場合に比べてずっ
と少ないが、言語地図211 からも分かるように、「ワイ
ンの澱」の意味で用いられることもある。名詞の「澱」
の意味で用いられる場合は複数形になるので、形容詞と
して用いられている vino turbio の turbio との混同する
可能性は低いと思われるが、どちらも名詞としての用法
である「オリーブ油の澱」と「ワインの澱」は文脈次第
で誤解を招くことがないとは言えないだろう。
　そこで、表２で６つの場合に分けて、それぞれのパ
ターンの出現頻度を確認してみた。すると、Jaén 県・
Granada 県とそれ以外の県とで異なったパターンが現
れているように思われる。すなわち、Jaén と Granada 

（1） （2） （3） （4） （5） （6） 地点数総計
 Huelva ０ ０ ０ ０ ０ ６ 24
 Sevilla ０ ０ ０ ０ ０ 21 31
 Cádiz ０ ０ ０ ０ ０ 10 17
 Córdoba １ ０ ２ ７ ３ 10 25
 Málaga １ １ ０ １ ３ 14 26
 Jaén ０ ２ ２ 14 ８ １ 31
 Granada １ ２ ０ 19 ８ ９ 46
 Almería ０ ０ ０ 10 ３ 14 30

表２
vino turbio, heces del vino / aceite の意味での turbios の出現数

（各県もっとも頻度の高いところにアミかけ）

（1） vino turbio, heces del vino, heces del aceite のすべてに turbio（s） の形を使う地点

（2） vino turbio と heces del vino に turbio（s） の形を使い、heces del aceite には異なる語形を用いる地点

（3） vino turbio に turbio を用いず、heces del vino, heces del aceite に turbios を用いる地点

（4） vino turbio と heces del aceite に turbio（s） の形を使い、heces del vino には異なる語形を用いる地点

（5） heces del aceite のみに turbio の形を用いる地点

（6） vino turbio のみに turbio の形を用いる地点

※　heces del vino のみに turbio を用いる地点はない

※※ 調査地点の中で、（1） ～ （6） のいずれの回答パターンにもあてはまらない場合が存在するので、各行（1） ～ （6） の

　　 総計が各県の調査地点数合計と一致するとは限らない
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の両県では、パターン（4） の「vino turbio と heces del
aceite に turbio（s） の形を使い、heces del vino には異
なる語形を用いる」地点が目立つのに対し、それ以外の
県では、「（6） vino turbio のみに turbio の形を用いる」
地点が多い。Córdoba 県と Almería 県でやや（4） のパ
ターンが多くなっているがこれはどちらの県も Jaén や
Granada に隣接しているという地理的な問題と考えら
れるのではないだろうか。
　この表から、どちらかというと西部では turbio とい
う語はもっぱら「ワインが濁っていること」を示す形容
詞として用いられるのに対し、東部ではこの用法に加え、
名詞として「オリーブ油の澱」の意味でも使われると推
測される。

５．まとめ
　本稿では、Atlas lingüístico-etnográfico de Andalucía 

（ALEA） の言語地図をもとに、vino turbio, vino repuntado, 
heces del vino, heces del aceite がどのような分布に
なっているか、比較検討した。その結果、

　①　vino turbio はアンダルシア地方全体で用いられ
ていることが分かるが、この他にも同じ概念を示
すのに revuelto, vuelto, echado a perder, loco な
どという語形が使われている。

　②　vino repuntado の概念を表す語彙には多くのバ
リエーションがあり、それらは南東部・中部から
北部・南西部の３つのエリアに大別されて分布し
ている。

　③　heces del vino, heces del aceite の概念を表す語
彙にもバリエーションがあるが、アンダルシア西
部では主に前者に lía, 後者に borra, 東部では前者
にmadre（s）, 後者にturbios という語形を用いる。
また、アンダルシア西部では turbio はもっぱら
vino turbio に対してだけ使われ、heces del vino, 
heces del aceite には普通用いない。

という点が指摘された。
　他の概念を表す語彙がどのような分布を示すか、また、
vino turbio を表す言語が他の地域ではどのような扱わ
れ方をしているかは今後の研究の課題としたい。
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図１　vino turbio（ALEA 217）
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図２　vino repuntado（ALEA 218）



福岡大学研究部論集 A ９（７） 2009―　　―62

（ 　 ）10

図３　vino repuntado（記号化したもの）
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図４　vino repuntado（３分類）
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図５　heces del aceite（ALEA 240）
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図６　heces del vino（ALEA 211）




